
過去から現在までの未来に残したい荒尾市の風景・モノ・季節の行事などの写真を募集します。

　 年齢・住所問わず、どなたでも応募可能。 ※団体・企業からの応募も可能
　 デジタルデータのみ受付（一人5点以内、合計容量20MB以下）／データはJPGかPNG形式
　 下記必要事項を明記の上、荒尾市電子申請サービス・郵送・持参のいずれかでお申し込み。
　 ※郵送・持参の場合は電子媒体（CD－Rなど）に保存してください。
　 ①写真タイトル　②応募者氏名（ふりがな）　③保護者氏名 ※応募者が未成年の場合
　 ④応募者電話番号　⑤掲載する名前（ニックネーム）か団体・企業名
　 ⑥写真にまつわるエピソード（40文字以上100文字以内）　⑦撮影場所　⑧撮影年月日
■掲載方法 市ホームページ・図書館のデジタルライブラリーに7月以降掲載予定
■注意事項 第三者の肖像、プライバシーや著作物などを含む作品の場合は、当該権利者からの事前使用許諾・承認を受けた
　上でご応募ください。提出されたデータと電子媒体は返却いたしません。
※その他注意事項は、市ホームページをご覧ください。

対
内
申

文化企画課 世界遺産・ 文化交流室　☎63-1274問

『市制80周年デジタル写真館』へ掲載する写真を大募集!

5月31日（火）応募締切

未来に残したい
荒 尾

募集テーマ

倉掛通り（昭和18年頃）

記
憶
に
蘇
る

　

懐
か
し
い
風
景

色鮮やかな花が咲き誇る
コスモスの里（平成18年）

宮崎兄弟の生家で行われている
音と光の祭典（平成22年）

大正町交差点
（昭和20年頃）

東京オリンピック聖火リレー
（昭和39年）

第1回マジャク釣り大会
（平成16年）

市営バス（昭和53年）

四ツ山山頂より撮影した大島町
（昭和55年頃）

万田坑

荒尾競馬

荒炎祭

荒尾市庁舎

「おもやいタクシー」出発式

昭和17年(1942)

24年(1949)

26年(1951)
30年(1955)

38年(1963)

39年(1964)
40年(1965)
41年(1966)

47年(1972)

48年(1973)
49年(1974)
55年(1980)
58年(1983)
59年(1984)
61年(1986)

平成 5年(1993)

6年(1994)

8年(1996)

9年(1997)

12年(2000)
17年(2005)

22年(2010)

23年(2011)

24年(2012)

25年(2013)

27年(2015)

28年(2016)

令和元年(2019)

2年(2020)

4年(2022)

荒尾町、平井村、府本村、八幡村、有明村を合併して荒尾市が
誕生(4月)
市営バス(2月)・市電(3月)運行開始、市立病院(現市民病院)
開院(4月)
万田坑が廃坑(9月)
清里村の一部(牛水・水野・高浜)が荒尾市に編入(7月)
市役所新庁舎が宮内出目に完成(9月)、
三井鉱山三川坑爆発　死者458名 負傷者839名(11月)
市電廃止(9月)
市民体育館完成(9月)
グリーンランド開園(7月)
市の木に「小岱松」、市の花に「梨の花」決定(4月)、市民総合
プール完成(7月)
市立図書館開館(5月)
高浜鉄工団地竣工(2月)、総合福祉センター完成(9月)
荒尾福祉村に小岱作業所開所(4月)
働く婦人の家(現働く女性の家)完成(5月)
県下初のシルバー人材センター設立(11月)
荒尾総合文化センター完成(6月)
宮崎兄弟の生家施設完成(6月)、アジアパーク開園(7月)、
水野北工業団地造成工事着工(10月)
ふれあい福祉センター完成(3月)、ホテルヴェルデ開館(10月)、
第1回荒炎祭開催(11月)
日本初の「ウルトラマンランド」開園(3月)
緑ケ丘リニューアルタウン造成工事完了(3月)、
三井三池炭鉱閉山(3月)、あらおシティモール開館(4月)
九州わんわん王国開園(3月)
市営バス廃止(3月)
万田坑施設開館(4月)、荒尾第一中学校と荒尾第二中学校が
統合し「荒尾海陽中学校」誕生(4月)
荒尾第二小学校と荒尾第三小学校が統合し「万田小学校」誕生
(3月)、83年の歴史をもつ荒尾競馬廃止(12月)
市の鳥に「シロチドリ」を選定(4月)、
荒尾干潟がラムサール条約湿地登録(7月)
平井・府本地区で予約型乗合タクシーが運行開始(10月)
万田坑が「明治日本の産業革命遺産」として
世界文化遺産に登録(7月)
競馬場跡地を中心に南新地土地区画整理事業に着手(11月)
荒尾干潟水鳥・湿地センター開館(8月)、「荒尾市及びシンガ
ポール国家文物局提携についての基本合意書」を締結(9月)、
子ども科学館(あらおキッズドーム)リニューアル開館(11月)
AIを活用したオンデマンド相乗りタクシー
「おもやいタクシー」運行開始(10月)、
「あらお健康手帳」がグッドデザイン賞を受賞(10月)
有明沿岸道路(三池港IC連絡路)整備に着工

年 号 荒尾市の動き

写真募集!

荒尾市 80年80年80年80年のあゆみ

い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
ね

思い出を巡る
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出張、私は未来の
報道記者

市制80周年にちなみ、荒尾市在住の80歳の花吉さんに
8歳の子どもたちがインタビューを行いました。

子
ど
も
の
頃
の
荒
尾
市
は
ど
ん

な
ま
ち
で
し
た
か
。ま
た
、ど
ん

な
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

小
さ
い
と
き
は
深
瀬
に
住
ん
で

い
て
、関
川
に
は
蛍
が
た
く
さ
ん
い
て

良
い
と
こ
ろ
で
し
た
。通
っ
て
い
た
第

四
小
学
校
は
、1
学
年
で
3
0
0
人

程
い
ま
し
た
。西
町（
原
万
田
）に
あ
っ

た
大
き
な
銭
湯
が
す
ご
く
賑
わ
っ
て

い
て
、友
達
と
入
っ
た
の
は
良
い
思
い

出
で
す
。荒
尾
市
は
炭
鉱
の
ま
ち
で
、

万
田
坑
に
あ
っ
た
公
会
堂
で
学
芸
会

を
し
て
、春
に
な
る
と
桜
が
満
開
に
な

り
、よ
く
ス
ケ
ッ
チ
を
し
に
行
き
ま
し

た
。当
時
は
炭
鉱
列
車
に
無
料
で
乗

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
く
利
用
し

て
い
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
付
近

が
丘
陵
に
な
っ
て
い
て
、ぶ
ど
う
畑
が

一
面
に
広
が
っ
て
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。戦
後
は
進
駐
軍

が
町
中
を
行
進
し
、国
旗
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
て
、と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。時
に
は
ア
メ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
も
ら
え
る
こ
と
も
。荒
尾
市
で
の
思

い
出
は
、本
当
に
良
い
思
い
出
ば
か
り

で
す
ね
。こ

れ
ま
で
の
暮
ら
し
の
中
で
、楽

し
か
っ
た
こ
と
、大
変
だ
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。結
婚
し
て
市
内
に
家
を
建
て
ま
し

た
が
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
約
30
年
間

は
市
外
に
住
ん
で
い
て
、家
に
は
た
ま
に

帰
る
程
度
で
し
た
。そ
れ
が
十
数
年
前

に
荒
尾
市
に
戻
っ
て
き
て
、ホ
ッ
と
心
が

安
ら
ぎ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
が
こ
ん
な

に
も
あ
り
が
た
い
も
の
な
ん
だ
と
感
じ
、

改
め
て
荒
尾
市
は
良
い
ま
ち
だ
と
思
い

ま
し
た
。こ

れ
か
ら
ど
ん
な
荒
尾
市
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
先
人
達
が
築
い
て
き

た
荒
尾
市
を
、こ
れ
か
ら
も
良
い
ま
ち

に
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
最
後
に
花
吉
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た

ち
へ
、「
運
動
や
勉
強
な
ど
、何
か
を
頑

張
っ
て
い
る
と
、素
晴
ら
し
い
人
生
が

待
っ
て
い
ま
す
。元
気
な
子
ど
も
た
ち

を
見
る
と
私
た
ち
も
力
が
湧
い
て
く

る
。子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
将
来
な
り

た
い
も
の
を
見
つ
け
て
頑
張
り
ま
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
。」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

QQ

QQ

QQ A

A

A

一小3年
まるもと

丸本 
なおき

直輝さん

川後田在住
はなよし

花吉 
　ゆりこ　

百合子さん

八幡小3年
さかぐち

坂口 
はるか

遥花さん

市制80周年記念事業
「80周年」という記念すべき年を未来への新たなスタートとして、
今年1年市民の皆さんとお祝いします。

他にも、「荒尾市制施行80周年記念」の『冠』をつけたイベントが目白押し!
■第19回マジャク釣り大会拡大イベント
■令和4年度いきいき健康づくり教育講座
■荒尾市健康づくり推進員協議会創立20周年記念事業
■荒尾市民楽団864！第10回定期演奏会
■令和4年度荒尾市みんなでスポーツ
■第17回あらおマジャッキーペタンク大会
■市制80周年記念事業ファミリースポレクあらお’22
■ロアッソ熊本交流事業
■令和4年度第5回シャインマスカット杯ソフトテニス大会

■令和4年度荒尾ジャンボ梨争奪友紀杯ソフトテニス大会
■第11回荒尾オープン小学生ソフトボール大会
■第1回荒尾オープン中学生女子ソフトボール大会
■第16回ニッタク祭荒尾ラージボール卓球大会
■第36回荒尾市協会長杯卓球大会
■荒尾市民水泳大会
■第10回荒尾市柔道協会親睦柔道大会
■荒尾市民体育祭少林寺拳法大会
■荒尾干潟ラムサール条約登録10周年記念事業

■ 図書館整備事業

新図書館開館
　 80周年を記念して図書館整備
事業を行い、あらおシティモール内
に図書館を移転します。
　 4月1日オープン

内

時

荒尾市出身トップアスリート
交流事業

　 トップレベルで活躍する荒尾市出
身のアスリートを招き、市民を対象と
したスポーツ教室や講
演会などを開催します。
　 6月頃・11月頃の2回

■ スポーツ交流事業

内

時

■ 文化・国際交流事業

新図書館開館記念イベント
　 熊本にゆかりのある有名作家に
よるトークショーなどを開催します。
　 7月～8月頃

内

時

市制80周年デジタル写真館
　 荒尾の歴史を振り返る写真をデ
ジタルデータで募集し、市ホーム
ページや図書館のデジタルライブ
ラリーにて展示します。　
　 7～8月頃
（5ページで募集）

内

時

荒尾市・シンガポール
国際交流事業

　 参加者は市内の中学生から公募
し、故郷荒尾を学ぶ「事前学習」を行
います。その後、学んだ知識を基に
して、シンガポールの中学校と「ICT
交流」でグループワークを行い、成
果を教育フォーラムで発表します。
　 令和3年度～令和4年度にかけて

内

時

■ その他の事業

80文字で伝える
荒尾市への感謝の言葉

　 郷土荒尾市に対する80文字の
感謝の言葉を募集し、広報に掲載
します。
　 8月広報に掲載
（5月広報で募集）

内

時

気球搭乗イベント
　 南新地土地区画整理事業地内
で、気球に搭乗でき
るイベントを開催
します。
　 11月頃
（10月広報で募集）

内

時

記念マイナンバー
カードケースの配付

　 市制80周年のロゴなどをプリン
トしたマイナンバーカードケースを、
市民課の窓口で限定配付します。
　 令和4年度中

内

時

オリジナル記念切手販売
　 市内の郵便局と郵便局のネット
ショップで、記念切手を1,000部販
売します。84円切手10枚で価格は
1,330円（税込）。
　 3月～販売（売り切れ次第終了）

内

時

学校給食試食会
　 2022年9月に供用開始する新給
食センターで学校給食試食会を開
催します。安心安全な学校給食の提
供に必要な施設や大規模災害時の
炊出し機能の説明会も開催します。
　 1月～2月頃（11月広報で募集・
各学校を通して保護者へも募集）

内

時

周年周年80808080
記念事業

みんなで参加しよう!

3月1日に贈呈式を

開催しました。

※日程など記載のないものは未定。内容は2月末現在の情報です。
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